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2025 年 4 月 19 日 けんげきキッズプログラム 

九響 ０歳からのオーケストラ 
2025 年 5 月 10 日 ホワイエサロンシリーズ vol.11 芬の集 

2025 年 5 月 25 日 シアターアジアオープニングシンポジウム 2025 年 5 月 18 日 東京藝術大学音楽学部 

早期教育プロジェクト in 熊本＜ヴァイオリン部門＞ 

2025 年 8 月 2 日～3 日 宇宙船イン・ビトゥイーン号の窓 

2025 年 5 月 30 日 ポール・ホアン 公開レッスン 

記録写真 

2025 年 5 月 31 日 台湾フィルハーモニック 

2025 年 7 月 5 日 宇宙船イン・ビトゥイーン号の窓 

岡田利規ワークショップ 
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2025 年 8 月 8 日～10 日 北部九州ジュニアオーケストラ・フェスティバル in 佐世保 

2025 年 8 月 31 日 ホワイエサロンシリーズ vol.12 朗読 夢十夜 

2025 年 8 月 14 日 県劇盆踊り 

2025 年 12 月 18 日 

小曽根真 No Name Horses 20 年目の the day１ 

2025 年 9 月 21 日 第 67 回熊本県芸術文化祭 オープニングステージ「はじまり はじまり～県劇舞台づくり学校～」 
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2026 年 1 月 17 日～18 日 舞台技術の基礎講座 2026 年 1 月 22 日 第 19 回ショパン国際ピアノ・コンクール 

 入賞者ガラ・コンサート 

2026 年 1 月 24 日～25 日 みんなで踊ろう! 

～障がいのある人もない人も、一緒に踊るワークショップ～ 

2026 年 1 月 31 日 避難訓練コンサート 

2026 年 2 月 7 日 ホワイエサロンシリーズ vol.13 

ホワイエ薪能 

2026 年 2 月 8 日 ホワイエサロンシリーズ vol.13 

ホワイエ薪能関連企画 能楽ワークショップ 

2026 年 3 月 7 日 劇場って楽しい!!【熊本公演】 2026 年 2 月 28 日 

けんげきキッズプログラム 行くぜ!劇場探検隊 
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2025 年度熊本県立劇場アニュアルレポートの発行にあたり、日頃より当財団の

活動を支え、ともに歩んでくださっている県民の皆様、国内外のアーティストや関

係者の皆様に、深く感謝申し上げます。 

私たちが生きるこの時代は、地球規模での分断と不安が広がる一方で、地域から

新たなつながりを紡ぐことが強く求められています。震災や感染症、大規模な自然

災害を経験した熊本は、そのただ中で「共に生きるとは何か」を問い続けてきまし

た。県立劇場もまた、一つの建物であると同時に、多様な人々が出会い、語り合い、

互いの違いを認め合う「公共空間」でありたいと願っています。 

 

2025 年度は、芸術文化の拠点としての役割に加え、「学び」と「対話」の場づくりに力を注ぎました。子

どもたちが舞台芸術を通じて世界と出会う機会、地域に根ざした表現者たちが作品を育てていく環境、そし

て世代や立場を越えて語り合うシンポジウムやワークショップなど、多様なプログラムに多くの方が参加し

てくださいました。その一つ一つが、熊本という地域の未来をともに構想する営みだったと感じています。 

また、アジアに開かれた劇場として、隣り合う地域同士が互いの歴史や文化に耳を澄まし、学び合うこと

を大切にしてきました。国境や言語の違いを越えて、人間の喜びや痛みは共有できるのか。この根源的な問

いに、舞台芸術は静かに、しかし確かに応答してくれます。熊本の地からアジアへ、そして世界へとつなが

る創造と交流のチャンネルを広げることは、これからの劇場の大きな使命だと考えます。 

 

結びに、熊本県立劇場を支えてくださるすべての皆様に、あらためて感謝申し上げます。 

これからも、皆様とともに劇場のある日常を育み、世代を超えて受け継がれる文化芸術の土壌を築くとと

もに、県立劇場が一人ひとりの物語と響き合う「広場」としてあり続けることを願いながら、職員一丸となっ

て歩みを進めてまいります。 

 

公益財団法人熊本県立劇場 館長 姜 尚中 

 

Ⅰ ごあいさつ 
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第 5 期指定管理者として示された県の方針に則り、5 つの柱をもとに取り組みました。 

 

（1）芸術文化の創造拠点として取り組む事業 

 実演芸術に係る人材の育成や確保を行う事業 

 地域の公立文化ホールや文化団体を支援する事業 

 伝統芸能の継承と発展を支援する事業 

（2）芸術文化の普及拠点として取り組む事業 

 実演芸術を鑑賞する機会を県民に提供する事業 

 芸術文化に触れる機会を県民に提供する事業 

主催事業 

 

 

制作者や技術者等、実演芸術を担う専門人材の育成に係る事業として、公立文化ホール職員向けの研修

プログラム「劇場人育成プログラム」を継続実施しています。2025 年度は全 9 回の研修を実施しました。 

回 日程 内   容 講  師 

1 4/17(木) 

概論  公共劇場の運営について 

「公立文化施設は何がダメなのか？ 

～前に進むための考察～」 

三重県文化会館  

副館長 松浦茂之 

2 7/10(木) 
舞台技術(1) 照明（初級） 

「照明の基礎知識と基本作業」 

東京文化会館  

乳原一美 

3 7/10(木) 
舞台技術(2) 音響（初級） 

「音響の基礎知識と基本作業」 

東京芸術劇場  

石丸耕一 

4 8/28(木) 
改修工事 

「未来への投資となる改修を考える」 

空間創造研究所  

草加叔也 

5 9/24(水) 
舞台技術(1) 照明（中級） 

「舞台での明かりづくり」 

東京文化会館  

乳原一美 

6 9/24(水) 
舞台技術(2) 音響（中級） 

「劇場での音づくりと操作」 

東京芸術劇場  

石丸耕一 

7 10/9(木) 
会計 

「インボイス制度とフリーランス新法」 

公認会計士山内真理事務所  

山内真理 

8 11/27(木) メンタルヘルスとハラスメント 
ciel 社会保険労務士法人  

吉村睦美 

9 
2026. 

3/1(日) 
［公開講座］著作権講座 

骨董通り法律事務所 

岡本健太郎 

Ⅱ 2025年度文化事業 

◇ 劇場人育成プログラム 
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2021 年 4 月からホールを部分的に利用できる新しい施設の使用区分を設け、ホワイエのみを使った小

規模の催物の開催など、施設の多様な使い方ができるようになりました。これを機に誕生したのが「ホワ

イエサロンシリーズ」です。県民へ気軽に文化芸術に触れる機会を提供するとともに、出演者には積極的

に県出身者を起用し、アーティスト育成の場としても活用しています。2025 年度は箏アンサンブル、朗

読劇、薪能を実施しました。 

 

vol.11 芬の集 

日時：2025 年 5 月 10 日（土）開演 14：00 

会場：熊本県立劇場コンサートホールホワイエ 

入場料：3,000 円 

入場者数：172 人 

出演：清原晏、長谷由香、細川喬弘 

 

vol.12 朗読 夢十夜 

日時：2025 年 8 月 31 日（日）開演 18：30 

会場：熊本県立劇場コンサートホールホワイエ 

入場料：3,000 円 

入場者数：174 人 

出演：大迫旭洋（演出・出演）、井芹誉子【劇団「石」】（出演）、 

髙田大介【太鼓芸能集団「紬衣」】（音楽）、田中理雄【太鼓芸能集団「紬衣」】（音楽） 

姜尚中【熊本県立劇場 館長】（モデレーター） 

 

vol.13 ホワイエ薪能 

日時：2026 年 2 月 7 日（土）開演 18：00 

会場：熊本県立劇場コンサートホールホワイエ 

入場料：4,000 円 

入場者数：221 人 

出演：狩野了一（シテ方喜多流）、野村万禄（狂言方和泉流）ほか 

 

 

九州交響楽団との連携協定後第一弾の事業として 0 歳から入場できる本格的なクラシックコンサートを

実施しました。公演前にはホワイエでウェルカムコンサートも実施され、笑顔があふれる時間となりました。 

日時： 2025 年 4 月 19 日（土）開演 14：30 

会場：熊本県立劇場コンサートホール 

入場料：一般 3,000 円 こども 1,000 円 3 歳未満ひざ上無料 

入場者数：1,482 人  

主催：（公財）九州交響楽団、（公財）熊本県立劇場 

◇ ホワイエサロンシリーズ 

◇ けんげきキッズプログラム 九響 ０歳からのオーケストラ 
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東京藝術大学の講師によるレッスンを熊本で受けることができる機会。ヴァイオリニストの玉井菜採教

授を講師に迎え、小学 4 年～中学 2 年の 5 名が受講しました。かみ砕いたわかりやすい指導を行い、レッ

スン後には東京藝術大学の学生によるミニコンサートを実施しました。 

日時：2025 年 5 月 18 日（日）開演 10：30 

会場：熊本県立劇場音楽リハーサル室 

受講料：無料 

受講者数：5 名 

講師：玉井菜採（東京藝術大学音楽学部 教授） 

主催：東京藝術大学音楽学部、（公財）熊本県立劇場 

協賛：全日本空輸株式会社 

 

 

2025 年度から本格スタートするシアターアジア事業のスタートを記念したオープニングシンポジウ

ム。第一部で姜尚中館長の講演、第二部で昭和音楽大学の石田麻子教授、木村敬熊本県知事、姜尚中館長

によるシアターアジアを通して見える熊本の未来についてのシンポジウムを行いました。 

日時：2025 年 5 月 25 日（日）開演 14：00 

会場：熊本県立劇場演劇ホール 

入場料：無料 

入場者数：150 人 

出演：石田麻子（昭和音楽大学教授）、木村敬（熊本県知事）、姜尚中（熊本県立劇場館長） 

共催：熊本県 

 

 

シャオ・タイラン作曲「フォルモサからの天使」、ポール・ホアン（Vn.）によるベートーヴェン作曲ヴァ

イオリン協奏曲、森麻季（Sop.）が歌うマーラー作曲交響曲第 4 番など、内容の濃いプログラムに聴衆か

ら大きな拍手が贈られました。 

＊子ども未来プロジェクト 2025（子ども招待）対象事業 

日時：2025 年 5 月 31 日（土）開演 14：00 

会場：熊本県立劇場コンサートホール 

入場料：S 席 6,000 円 A 席 4,000 円  

入場者数：820 人 

出演：準・メルクル（指揮）ポール・ホアン（ヴァイオリン）、森 麻季（ソプラノ）、台湾フィルハーモニック 

 

 

 

 

◇ 台湾フィルハーモニック［NSO 國家交響樂團］   指揮：準・メルクル 

◇ 東京藝術大学音楽学部 早期教育プロジェクト 2025 in 熊本＜ヴァイオリン部門＞ 

◇ シアターアジア オープニングシンポジウム 
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熊本在住の劇作家・演出家、岡田利規が主宰を務めるチェルフィッチュが手がけた演劇公演。舞台上舞

台形式で上演されたため、観客は俳優の演技を間近で見ることができ、終始見入っていました。 

本作は、日本語を母語としない俳優たちと共に創り上げた作品であり、その意味や創作過程への理解を深

めるために、終演後、岡田氏によるアフタートークも実施されました。 

日時：2025 年 8 月 2 日（土）開演 18：00、8 月 3 日（日）開演 14：00 

会場：熊本県立劇場演劇ホール 舞台上 

入場料：一般 4,000 円 

入場者数：258 人 

出演：安藤真理、徐秋成、ティナ・ロズネル、ナス・ロケ、ロバート・ツェツシェ、米川幸リオン 

 

 

音楽を通し未来を担う青少年を育成することを目的として、熊本、福岡、大分、長崎のジュニアオーケ

ストラが一堂に会し、2 日間のリハーサル後に有料公演を実施。2023 年に熊本で実施したミュージック

キャンプを皮切りに 2024 年は福岡、今年は佐世保で開催しました。 

日程：2025 年 8 月 8 日（金）～10 日（日） 

会場：アルカス SASEBO 

参加者数：150 人 

入場料：一般：1,000 円 3 歳～高校生 500 円 

入場者数：621 人 

参加団体：アルカス SASEBO ジュニアオーケストラ、iichiko グランシアタ・ジュニアオーケストラ、 

熊本ユースシンフォニーオーケストラ、福岡ジュニアオーケストラ 

主催：（公財）佐世保地域文化事業財団、（公財）大分県芸術文化スポーツ振興財団、（公財）熊本県立劇場、

（公財）アクロス福岡 

 

 

邦楽演奏家「あべや」の生演奏で、地元の舞踊団体と来場者が一緒に踊れる盆踊りを実施しました。地

域に開かれた「共生の広場」としての劇場を体現するため、劇場近隣の店舗が「Kengeki マルシェ」をコ

ンサートホールホワイエに出店。英語の情報ページ作成の効果もあり、外国人来場者も多く見られ、過去

最高の入場者数を記録しました。 

日時：2025 年 8 月 14 日（木）開演 16：30 

会場：熊本県立劇場演劇ホールホワイエ ほか 

入場料：無料 

入場者数：2,400 人 

出演：あべや、牛深ハイヤ保存会、中山芳保会、きくち盆踊り部 

協賛：大腸肛門病センター高野病院、ゆめマート大江、レストラン七彩、リコージャパン㈱熊本支社 

協力：大江校区自治協議会、託麻原校区自治協議会、大江校区自治会連合会、託麻原校区自治会連合会 

◇ 宇宙船イン・ビトゥイーン号の窓 

◇ 北部九州ジュニアオーケストラ・フェスティバル in 佐世保 

◇ 県劇盆踊り                                      
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今年度は「舞台づくり学校」と題し、舞台が創られる過程に参加・体験できる機会を設けた事業としま

した。ダンス・音楽・衣裳・映像の各チームが全力で取り組み、迎えた本番では、その集大成を舞台上で

披露しました。 

日時：2025 年 9 月 21 日（日）開演 14：00 

会場：熊本県立劇場演劇ホール 

入場料：指定席 2,000 円  

入場者数：463 人 

出演：プロジェクト大山、こどもパフォーマー、ゲスト 小林顕作 

主催：熊本県芸術文化祭実行委員会、（（公財）熊本県立劇場、熊本県文化協会、熊本県、 

熊本県教育委員会、熊本日日新聞社、NHK 熊本放送局、RKK、TKU、KKT、FMK、KAB） 

協力：八戸ポータルミュージアム はっち、ブロンズ新社 

 

 

九州交響楽団との連携協定後第 2 弾の事業として実施。前日の福岡での定期公演と同じプログラムを県外

で実施するという初の試みで、指揮者・ソリストともに初来熊。来場者アンケートでは、定期公演のプロ

グラムを今後も熊本で聴きたいという声が多く、来場者からは今後の連携事業に大きな期待を寄せられて

いることが伺えました。 

＊子ども未来プロジェクト 2025（子ども招待）対象事業 

日時：2025 年 11 月 8 日（土）開演 15:00 

会場：熊本県立劇場コンサートホール 

入場料：S 席 5,900 円 A 席 4,900 円 B 席 3,700 円 AB 学生 1,500 円 

入場者数：1,378 人 

共同主催：（公財）九州交響楽団、（公財）熊本県立劇場 

 

 

20 周年を記念した全国ツアー。10 月に各マスコミに協力を依頼し、小曽根氏本人が来熊して実施した

プロモーション効果もあり、チケットは完売。世界で活躍するビッグ・バンドの圧倒的パフォーマンスに

観客から惜しみない拍手と歓声が送られました。 

＊劇場・音楽堂等における子供舞台芸術鑑賞体験支援事業対象事業 

日時：2025 年 12 月 18 日（木）開演 19：00 

会場：熊本県立劇場演劇ホール 

入場料：S 席 6,500 円 A 席 5,500 円 B 席 4,500 円 

入場者数：1,062 人 

出演：小曽根真（ピアノ）、No Name Horses（ビッグ・バンド 14 名） 

 

◇ 第 67 回熊本県芸術文化祭オープニングステージ 

「はじまり はじまり～県劇舞台づくり学校～」 

◇ 小曽根真 No Name Horses 20 年目の the day１ 

◇ 九州交響楽団熊本特別演奏会        指揮：リオ・クオクマン  
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高校・専門学校・大学生を対象として、舞台、音響、照明それぞれの仕込みから上演まで体験する講座

として実施。1 日目は体験も含めた講義、2 日目は県内在住の演者によるピアノ・朗読・ダンスの公演を

通して、実際に仕込み～リハーサル～本番～撤収までの体験を行いました。舞台芸術や舞台技術者の仕事

の魅力や必要性を感じてもらい、将来の舞台技術者養成につなげることを目的として継続して実施してい

ます。 

日程：2026 年 1 月 17 日（土）、18 日（日） 

会場：熊本市男女共同参画センターはあもにいメインホールほか 

参加料：2,000 円 

参加者：16 人 

スタッフ：熊本県立劇場及びはあもにい舞台スタッフほか 

共催：熊本市男女共同参画センターはあもにい 

協力：熊本県高等学校文化連盟、㈱大谷楽器 

 

 

2025 年 10 月にワルシャワで開催された「第 19 回ショパン国際ピアノ・コンクール」において、1 位

から 5 位までに入賞した受賞者 6 名が、本選のコンチェルトでも共演したワルシャワ国立フィルハーモ

ニー管弦楽団とともに来熊。国内では熊本が最初の演奏地となりました。観客は、充実期を迎えた演奏に

大きな拍手を送り、スタンディングオベーションが起こるなど、熱気に包まれた公演となりました。 

＊劇場・音楽堂等における子供舞台芸術鑑賞体験支援事業対象事業 

日時：2026 年 1 月 22 日（木）開演 18：30 

会場：熊本県立劇場コンサートホール 

入場料：S 席 15,000 円 A 席 12,000 円 B 席 9,000 円  

入場者数：1,707 人 

出演：アントニ・ヴィット（指揮）、ワルシャワ国立フィルハーモニー管弦楽団（管弦楽）、 

   第 19 回ショパン国際ピアノ・コンクール入賞者 

特別協賛：肥後銀行 

 

 

昨年に引き続き、障がいの有無にかかわらず参加できるダンスワークショップを実施。ダンサーの葉山

悠介を講師に迎え、計 3 回のワークショップを行いました。各参加者の障害の有無・程度は違うものの、

講師やアシスタントらの声掛けや見守りによりトラブルもなく、思い思いにダンスを楽しみました。 

日時：2026 年 1 月 24 日（土）①開演 10：30 ②開演 14：30、1 月 25 日（日）③開演 10：30 

会場：熊本県立劇場演劇リハーサル室 

参加料：500 円 

参加者数：105 人 

講師：葉山悠介（ダンサー） 

◇ 舞台技術の基礎講座 

◇ 第 19 回ショパン国際ピアノ・コンクール 入賞者ガラ・コンサート  

 

◇ みんなで踊ろう！～障がいのある人もない人も、一緒に踊るワークショップ～ 



- 12 - 

 

制作協力：国際障害者交流センター ビッグ・アイ 

 

 

コンサート中の火災を想定し来場者の皆さまと一緒に避難訓練を行いました。小さな子どもや杖をつい

た高齢者等が参加しましたが、事前訓練を繰り返した劇場職員の誘導のもと、スムーズに避難を完了する

ことができました。避難訓練のあとはホールに戻り、熊本市消防音楽隊の演奏を楽しみました。 

日時：2026 年 1 月 31 日（土）開演 14：00 

会場：熊本県立劇場コンサートホール 

入場料：無料 

入場者数：500 人 

 

 

劇場や舞台芸術への興味喚起を目的に、演劇仕立てのバックステージツアーを実施しました。参加者は、

劇団きららの団員が扮する探検隊チームの一員として舞台裏を探検し、音響・照明・迫の操作体験に参加。

楽しみながら舞台の仕組みや裏方の役割を学ぶ機会となり、舞台芸術をより身近に感じてもらうことがで

きました。 

日時：2026 年 2 月 28 日（土）①開演 10：45 ②開演 14：45 

会場：熊本県立劇場演劇ホール 

参加料：おとな 1,000 円 こども 500 円 

参加者数：53 人 

スタッフ：構成・演出／池田美樹（劇団きらら） 第 2 部 脚本／大迫旭洋（プレグラ） 

 

 

障害の有無に関わらず舞台芸術に触れる機会を提供する事業として、知的・発達障がい児（者）に向けた

劇場体験プログラム。令和 6 年度から熊本・天草の 2 公演体制となり、2 回目の公演となりました。天草

エリアを中心に県外からの来場もありました。  

日時：熊本公演／2026 年 3 月 7 日（土） 天草公演／2026 年 3 月 8 日（日）ともに開演 14：00 

会場：熊本公演／熊本県立劇場演劇ホール  天草公演／天草市民センターホール 

参加料：500 円 

参加者数：熊本公演／539 人 天草公演／136 人 

出演：太鼓芸能集団 鼓童、森岡光（司会） 

制作協力：国際障害者交流センター ビッグ・アイ、株式会社北前船 

 

 

バックステージツアーでは、受け入れる学校等の要望に合わせた多彩なプログラムを企画し全 7 回実施

しました。参加した子どもたちが音響・照明機器を操作するなど、学校教育の一環である総合的な学習の

時間（自己の生き方を考える探求的な職場体験学習）への取り組みに寄与しました。 

参加者数：350 人 

◇ バックステージ（館内見学）ツアー 

◇ けんげきキッズプログラム 行くぜ！劇場探検隊［2 回公演］ 

◇ 劇場って楽しい！！ 

◇ 避難訓練コンサート 
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県内の公立文化施設と共同主催で、13 市町（うち 1 町は中止）で公演を実施し、公演を鑑賞する機会の

地域間格差の是正に寄与しました。 

9/6（土） 「ピアノの森」ピアノコンサート 2025 Summer 益城町文化会館(益城町） 

9/7（日） 声優朗読劇フォアレーゼン～面会～ 水俣市文化会館(水俣市） 

9/14（日） 絵本 de クラシック「ピノキオの冒険」 ウイングまつばせ(宇城市） 

10/18（土） 絵本 de クラシック「オズの魔法使い」 熊本市民会館(熊本市） 

11/22（土） 古家優里ダンスワークショップ［2 回公演］ 御船町カルチャーセンター(御船町) 

11/22（土） 林家たい平独演会 大津町生涯学習センター(大津町） 

R8 1/18（日） 三遊亭好楽落語会 宇土市民会館(宇土市） 

2/22（日） 桂宮治独演会 あさぎり町須恵文化ホール(あさぎり町） 

3/1（日） 津軽三味線演奏会「音色」 牛深総合センター(天草市) 

 

 

市町村の学校等に演奏家を派遣し、音楽の出前授業を行う事業。2025 年度は全 10 市町村 53 コマを実

施しました。 

開催市町村：産山村、球磨村、美里町、津奈木町、芦北町、あさぎり町、多良木町、水俣市、益城町、 

宇土市 

 

舞台芸術コーディネート事業 

◇こども本の森熊本コンサート 

日時：2025 年 11 月 2 日（日） 

会場：こども本の森熊本 

入場料：無料 入場者数：55 人 

出演：黒葛原康子（ヴァイオリン）、春日香南（クラリネット）、吉田秀晃（ピアノ） 

◇芦北町演奏会 

日時：2025 年 11 月 29 日（土） 

会場：芦北町地域活性化センター 

入場料：無料 入場者数：80 人 

出演：高木佳央理（ソプラノ）、黒葛原康子（ヴァイオリン）、 

春日香南（クラリネット）、吉田秀晃（ピアノ） 

◇こども本の森熊本コンサート 

日時：2026 年 2 月 21 日（土） 

会場：こども本の森熊本 

入場料：無料 入場者数：49 人 

出演：清原晏、宮崎美子（「こども本の森 熊本」名誉館長） 

 

◇ 市町村ネットワーク事業 

◇ 演奏家派遣アウトリーチ事業 
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共催事業 

◇台湾フィルハーモニック関連企画ポール・ホアン公開レッスン 

日時：2025 年 5 月 30 日（金）開演 18：15 

会場：熊本県立劇場音楽リハーサル室 

参加費：無料 入場者数：58 人 

講師：ポール・ホアン 

主催：TSMC 教育文化基金 

共催：台湾フィルハーモニック 

後援：中華民国(台湾)文化部 

 

◇第 28 回夏季狂言の会 

日時：2025 年 7 月 21 日（月・祝）開演 14：00 

会場：熊本県立劇場演劇ホール 

入場料：S 席 8,800 円 A 席 6,600 円 B 席 5,500 円 自由席 3,000 円 

入場者数：978 人 

出演：野村万作、野村萬斎、野村裕基 

主催：ノマ企画 

 

◇熊本ユースシンフォニーオーケストラ第 56 回定期演奏会 

日時：2025 年 8 月 17 日（日）開演 14：00 

会場：熊本県立劇場コンサートホール 

入場料：指定 2,000 円 一般 1,500 円 高・大学 1,000 円 中・高校 500 円 

入場者数：1,200 人 

主催：熊本ユースシンフォニーオーケストラ 

 

◇九州交響楽団 熊本特別演奏会プレイベント～野村誠×九州交響楽団 レクチャーコンサート～ 

日時：2025 年 9 月 20 日（土）開演 16:00 

会場：熊本市現代美術館 

入場料：無料 入場者数：100 人 

出演：野村誠、岩下小太郎（肥後琵琶）、竹下芳乃（九州交響楽団）、八木ちはる（九州交響楽団） 

主催：（公財）九州交響楽団 

 

◇第 63 回熊本県新人演奏会 

日時：2025 年 11 月 1 日（土）開演 17：30 

会場：熊本県立劇場コンサートホール 

入場料：自由 1,000 円 

入場者数：720 人 

主催：熊本県文化協会 
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◇ラスカーラ・オペラ協会 設立 15 周年記念演奏会 

日時：2025 年 11 月 3 日（月・祝）開演 14：00 

会場：熊本県立劇場コンサートホール 

入場料：S 席 6,000 円 A 席 5,000 円 自由席 3,500 円 

入場者数：600 人 

主催：ラスカーラ・オペラ協会 

 

◇第 39 回熊本県民第九の会演奏会 

日時：2025 年 12 月 21 日（日）開演 14：30 

会場：熊本県立劇場コンサートホール 

入場料：指定 3,500 円 自由席 3,000 円 学生券 1,500 円 

入場者数：1,162 人 

主催：熊本県民第九の会 

 

オハイエくまもと協力事業 

◇第 16 回とっておきの音楽祭 

日時：2025 年 11 月 9 日（日） 

会場：熊本市現代美術館 

入場者数：250 人 

 

文化芸術振興への取り組み 

 

◇ぴっころシート 

普段舞台芸術に触れる機会が少ない児童養護施設の子どもたちに生の舞台を鑑賞する機会を提供し、心

豊かな青少年の育成に寄与するため、2007 年度よりスタートした子ども招待制度です。近年は対象を里

親家族やグループホームにも広げ、多くの子どもたちが舞台芸術を楽しんでいます。 

※2025 年度実績：5 公演に 8 団体、里親 6 家族 計 125 人が参加 

 

◇子ども未来プロジェクト（子どもの鑑賞支援） 

 子どもたちが本格的な実演芸術を鑑賞・体験する機会の提供及び将来の文化芸術の担い手や観客育成に

資することを目的とし、2024 年度より開始。一部の文化事業に 18 歳以下の子どもを無料招待します。 

対象公演 

・台湾フィルハーモニック 

・九州交響楽団熊本特別演奏会 
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◇文化活動支援事業 

 県民へ熊本県立劇場での舞台芸術の発表の機会の提供と、公演のレベルアップを図ることを対象とし

て、ホール使用料相当額を助成する事業です。熊本県立劇場広報媒体での周知も行いました。 

2025 年度の実績 

 ジャンル 公演名 団体名 公演日 

1 演劇 
熊本子どもミュージカル 

第 13 回公演 
熊本子どもミュージカル 4/20 

2 オーケストラ 
熊本大学フィルハーモニーオーケストラ 

第 47 回演奏会 
熊本大学フィルハーモニーオーケストラ 6/28 

3 演奏 第 36 回筝曲の祭典 熊本箏演奏者協会 11/16 

4 合唱 岩津整明先生追悼演奏会 合唱団 Grazie 2/1 

5 ダンス 創立 5 周年記念公演 バレエスタジオキャンディー 2/8 

6 吹奏楽 碧落アンサンブル第 34 回定期演奏会 碧落アンサンブル 2/23 

 

◇部活動等支援事業 

 熊本県内の小・中・高等学校及び専門学校、大学等の部活動・サークル活動、または熊本県内に拠点を

置く学生を主体とする地域クラブを対象に、学校等の部活動またはサークル活動に対してホール使用料を

助成することで、青少年の芸術文化活動を支援する事業です。 

2025 年度の実績 

 ジャンル 団体名 利用内容 利用日 

1 吹奏楽 熊本県立熊本北高等学校吹奏楽部 定期演奏会 5/23 

2 吹奏楽 熊本市立帯山中学校吹奏楽部 定期演奏会 9/28 

3 吹奏楽 熊本県立熊本高等学校音楽部 演奏会 8/9 

4 吹奏楽 熊本市立長嶺中学校吹奏楽部 定期演奏会 9/6 

5 合唱 熊本市立帯山小学校合唱部 練習 7/31 

6 吹奏楽 熊本県立東陵高等学校吹奏楽部 練習 7/12 

7 ダンス 鎮西高等学校ダンス部 リハーサル 12/13 

8 吹奏楽 熊本学園大学付属高等学校・中学校吹奏楽部 定期演奏会 3/28 

9 吹奏楽 熊本国府高等学校吹奏楽部 定期演奏会 2/15 

 

 



- 17 - 

 

助成の状況 

 多様な財源の確保のため、文化庁文化芸術振興費補助金をはじめとした助成事業に申請し、すべて採択

されました。 

文化庁文化芸術振興費補助金 

(地域の中核劇場・音楽堂等活性化

事業) 

 

独立行政法人日本芸術文化 

振興会 

第 67 回熊本県芸術文化祭オープニングステージ 

「はじまり はじまり ～舞台づくり学校 ～」 

ホワイエサロンシリーズ 

台湾フィルハーモニック 

舞台技術の基礎講座 

宇宙船イン・ビトゥイーン号の窓 

劇場人育成プログラム 

けんげきキッズプログラム 

市町村ホールネットワーク事業 

演奏家派遣アウトリーチ事業 

劇場って楽しい！！  

～知的・発達障がい児（者）にむけての劇場体験プログラム～ 

みんなで踊ろう！  

～障がいのある人もない人も、一緒に踊るワークショップ～ 

行くぜ！劇場探検隊 

県劇盆踊り 

劇場・音楽堂等における子供 

舞台芸術鑑賞体験支援事業 

小曽根真 No Name Horses 20 年目の the day１ 

第 19 回ショパン国際ピアノ・コンクール 入賞者ガラ・コンサート 

熊本県労働局 両立支援等助成金（育児休業等支援コース） 
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1 施設の利用状況 

第 5 期指定管理期間（以下、「今期」という。）は、1.広場としての劇場、2.広がる劇場、3.育てる劇場、

4.公の施設としての使命を果たす劇場の 4 点を基本方針として、県民の文化振興に取り組んでいます。 

今期 2 年目を迎えた 2025 年度は、12 月から県施工による駐車場舗装工事が開始し、駐車台数減での営業

をおこなったほか、2026 年度の大規模改修に伴う閉館を見据え、業務運営にあたりました。 

施設管理事業では、コンサート・演劇ホール両ホールの利用率は、昨年度に引き続き年間目標をクリアし

ました。年間来場者数は目標の 53 万人には届かなかったものの 48.5 万人余と好調で、昨年度比での達成率

は 5 ポイントアップしました。 

 

年度 
開館 

日数 

コンサートホール 演劇ホール 大会議室 来館者数 

（人） 利用日数 利用率(％) 利用日数 利用率(％) 利用日数 利用率(％) 

2025 335 210 79 240 85 155 49 485,309 

2024 333 214 78 224 83 155 50 459,225 

2023 336 169 81  182 87  113  52  332,575 

2022 335 206 76  223 77  160  53  382,131 

2021 335 137 46  178 61  95  32  213,721 

 

2 使用料の収納状況 

県立劇場の使用料の収納については、県の会計規則に基づき、適正に納付を行いました。 

年度 施設使用料 駐車場使用料 (単位：千円) 

2025 109,730 69,526  

2024 124,844 71,132  

2023 101,442 56,125  

2022 123,322 56,380  

2021 93,895 36,560  

 

３ 県立劇場の施設等の維持および修繕に関する業務 

施設設備の維持管理 

県立劇場は、不特定多数が利用する大規模施設であり、劇場という施設の性質上、高い安全性と快適性

の確保が求められています。適切なメンテナンスおよび修繕によりトラブルを未然に防止することで、施

設利用の継続性を確保しています。 

2025 年度は、計画的な樹木剪定と、落葉・落枝・枯死等に迅速に対応し、伐採・伐根（6 区画 約 5,770

千円）を行い、景観の美化と近隣住民の不安解消に努めました。また、10 年経過した消火器の更新したほ

か（計 128 本）、設備や機器の更新、取換工事などの施設設備の修繕工事を、迅速かつ効率的に行いまし

た。 

 

Ⅲ 施設利用および管理運営業務 
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1 広報ワーキンググループの活動 

所属グループを超えた広報ワーキンググループメンバーを中心に、財団全体の広報活動を行いました。

2025 年度は全 10 回のミーティングを実施し、広報誌以外での情報発信も積極的に行いました。 

 

2 文化事業年間パンフレットの製作・配布 

2025 年度の文化事業を紹介する年間パンフレットを製作。20,000 部を県内外の公立文化ホールや公

共施設、教育機関等に配布しました。 

 

3 季刊誌「ほわいえ」 

広報誌のコンセプトを「つながる、ひろがる、あつまる ほわいえ」とし、県立劇場の活動全般の情報

発信を強化。県民の県立劇場への理解を深めるよう発行作業を行っています。 

年 4 回、毎 3,000 部発行する季刊誌ほわいえは、web 版の導入でバックナンバーの検索が容易にな

り、季刊誌が届かない人・場所への広報が広がり、より多くの人へのアプローチができるようになりまし

た。 

 

4 季刊誌ほわいえ デジタルブック 

年 4 回発行する季刊誌ほわいえは、毎号 3,000 部を県内教育機関や公共施設等に配架しています。県立

劇場の取り組みや活動を県内に留まらず、できるだけ多くの人に発信するためデジタル化を導入。従来の

PDF データと比較しても表示速度やページめくり、拡大縮小などの操作性が向上し、ユーザーの利便性も

高まったことで、閲覧数はほぼ横ばいですが、閲覧時間は 20％程度増えました。 

発行日 内容 

6 月 20 日 

2025 夏号 vol.025 

特集：シアターアジアオープニングシンポジウム 

事業：けんげきキッズプログラム 九響 0 歳からのオーケストラ 

9 月 20 日 

2025 秋号 vol.026 

特集：特別対談 岡田利規×姜尚中 

事業：熊本県芸術文化祭オープニングステージ  

はじまりはじまり クリエイション日記 

12 月 20 日 

2025 冬号 vol.027 

特集:熊本県芸術文化祭オープニングステージ 

   はじまりはじまり～県劇舞台づくり学校～ 

事業:コンサート会場としてのホワイエ 

2026 年 

3 月 20 日 

2026 春号 vol.028 

特集:熊本県立劇場×熊本市消防音楽隊 避難訓練コンサート 

事業:ホワイエ薪能 

Ⅳ 広報業務 
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5 インターネット、ホームページの運用 

2023 年度に公式ホームページのデザインを一新し訪問者にとって必要な情報がすぐに探せるレイアウ

トに変更。サイトマップも順次更新します。新着情報を掲載したほか、チケット発売・完売情報、公告な

どの情報発信を行いました。 

 

6 ウェブサイトの多言語対応 

県内在住の外国人の来館をはじめ、チケット購入については海外からのアクセスが増加するなどのニー

ズも高まっていることから、ホームページを多言語対応（英語、中国語[簡体・繁体]、韓国語、フランス

語、ドイツ語）としました。 

 

7 チケット販売 

2025 年度のチケット販売実績は、過去最高の 2 万 1 千枚に達し、販売金額は 1 億円を超えました。ま

た、劇場窓口とコンビニ利用者の比率は 4 対 6 とコンビニ利用が確実に増えています。劇場窓口での購

入は、公演鑑賞で来館時の「ついで買い」が、また窓口・コンビニ発券ともにキャッシュレス化が確実に

進んでいることが窺えます。 

［チケット販売実績］ 

 2025 年度 2024 年度 2023 年度 

販売枚数 21,509 枚 17,477 枚 11,719 枚 

販売金額 106,648,700 円 59,666,500 円 62,205,300 円 

 

8 先行予約会員制度 

2019 年 6 月から先行予約会員に向け、文化事業のチケット先行予約販売を実施しています。 

 先行予約会員には、2026 年 3 月末で 22,680 人（2025 年 3 月末 17,043 人、5,637 人増）が登録し

ています。 
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1 建物概要 

名 称  熊本県立劇場 

所 在 地  熊本市中央区大江 2 丁目 7 番 1 号 

敷 地 面 積  44,896 ㎡ 

建 築 面 積  10,100 ㎡ 

延 床 面 積  23,956 ㎡ 

構 造  鉄骨・鉄筋コンクリート造 一部鉄筋コンクリート造 地下 2 階地上 3 階 

設 計  建築設備 前川國男建築設計事務所 

工 期  1980 年 12 月 20 日～1982 年 11 月 30 日 

落 成  1982 年 12 月 4 日 

 

2 施設概要 

コンサートホール クラシック音楽を中心にした音楽専用ホール。 

約 2 秒の豊かな残響を持ち、ホールそのものが楽器と称されています。 

「音楽家が選ぶ優良ホール 100 選」に選ばれるホールは、人の声を柔らかく響か

せ、シンフォニーの音をダイナミックに伝えます。 

 収容定員 1,810 人 1 階 1,186 席/2 階 257 席/3 階 359 席 車椅子席 8 席 

演劇ホール オペラ、バレエ、歌舞伎、演劇等のあらゆる舞台芸術に対応したホール。最後部か

らでも演者の表情が見えるよう、舞台と客席の距離を計算して設計されています。

本花道を設けることができる数少ないホールとして、名舞台を生み出しています。 

 収容定員 1,172 人 地階 421 席/1 階 456 席/2 階 284 席  車椅子席 11 席 

大会議室 地下 1 階 390 ㎡ 

 収容定員 椅子のみ 360 人 机椅子使用 162 人 

和室 地下 1 階 180 ㎡ 

音楽リハーサル室 地下 1 階 308 ㎡ 

演劇リハーサル室 地下 1 階 253 ㎡ 

第 1 練習室 2 階 215 ㎡ 

第 2 練習室 2 階 162 ㎡ 

第 3 練習室 1 階 156 ㎡ 

駐車場 普通車 496 台/バス専用 5 台 

駐輪場 約 150 台 

 

3 シンボルマーク 

グラフィックデザイナーの福田繁雄氏によるデザイン。 

 人をデザインのモチーフに、喜びあふれた人々の笑顔を今日的な直線によって構成。

九州の地形である末広がりの構造で、無限に広がる芸術文化に対する県民の意志を象徴

させています。 

Ⅴ-ⅰ 熊本県立劇場の概要 
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1 設立趣意書 

熊本県が建設する熊本県立劇場は、高まり行く県民の文化的欲求に対応するとともに、地域文化開発の拠

点となって、活力ある郷土の実現をめざすこととなるのであるが、その管理運営が極めて重要な課題とな

る。 

現下の厳しい社会情勢にかんがみ、県立劇場の管理運営にあたっては、行政負担を抑制すると同時に行政

サービスを低下させることなく、効率的かつ適正な執行体制を確保する必要がある。 

このことから、県民の福祉および文化の向上を図るための諸事業を実施し、県立劇場施設の管理委託を受

けて、県民生活向上のためのサービスを提供する財団法人を設立のうえ、県立劇場建設の所期の目的を達成

するため、民間のエネルギーおよび感覚をもって、より効果的運営を図ろうとするものである。                      

（財団法人熊本県立劇場設立趣意書より） 

 

2 法人の目的および事業 

（1） 目的（定款第 3 条） 

この法人は、活力ある郷土の実現をめざし、音楽、演劇、舞踊等の舞台芸術活動を中心とした芸術文化お

よび地域文化の振興のための事業並びに優れた舞台芸術を広く提供する事業を行い、県民の福祉および文化

の向上に寄与することを目的とする。 

 

（2）事業（定款第 4 条） 

・舞台芸術に関する公演を自主制作、又は、主催し、広く提供する事業 

・個人および団体への助言並びに人材の育成に関する事業 

・団体への助成に関する事業 

・調査、研究、情報収集に関する事業 

・普及・啓発のための広報に関する事業 

・公立文化施設の管理および貸与に関する事業 

・その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

 

（3）沿革 

1982 昭和 57 年 6 月 14 日 財団法人熊本県立劇場の設立 (民法第 34 条法人) 
 

6 月 23 日 熊本県立劇場条例施行 
 

12 月 4 日 熊本県立劇場落成 

1984 昭和 59 年 3 月 5 日 財団法人熊本県立劇場文化事業委員会の発足 

1988 昭和 63 年 7 月 １日 鈴木健二館長就任 
 

8 月 20 日 文化振興基金の開設 

1989 平成元年 3 月 25 日 消費税率改正 (3％) に伴う熊本県立劇場条例一部改正 (施設使用料金・駐車場料金) 

  3 月 30 日 施設設備基金の開設 

1993 平成 5 年 1 月 20 日 改修工事 (演劇ホールバリアフリー化等) により 8 月 24 日まで利用停止 

1994 平成 6 年 3 月 31 日 自主文化事業調整基金の開設 

1997 平成 9 年 3 月 25 日 消費税率改正 (5％) に伴う熊本県立劇場条例一部改正 (施設使用料金) 
 

12 月 24 日 改修工事 (コンサートホール雛壇自動迫化等) により 1998 年 3 月 28 日まで利用停止 

Ⅴ-ⅱ（公財）熊本県立劇場の概要 
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1998 平成 10 年 3 月 25 日 熊本県立劇場条例一部改正 

  7 月 1 日 施設使用料金の改定、施設使用許可取扱要領を整備(優先受付) 

1999 平成 11 年 3 月 1 日 財団法人熊本県立劇場評議員会の発足(文化事業委員会の廃止) 
 

4 月 1 日 川本雄三館長就任 

2002 平成 14 年 4 月 1 日 自主文化事業調整基金を一新し文化振興基金に改め運用開始 

2003 平成 15 年 12 月 22 日 改修工事 (演劇ホール照明・音響設備等) により 2004 年 3 月 18 日まで利用停止 

2005 平成 17 年 6 月 1 日 古田勝人館長就任 
 

7 月 1 日 熊本県立劇場条例および条例施行規則改正の公布 (指定管理者による施設の運営が可能) 
 

10 月 31 日 熊本県立劇場保全計画の策定 

2006 平成 18 年 4 月 1 日 熊本県立劇場指定管理者業務開始［第 1 期］ 
 

  文化振興基金および施設設備基金の廃止   

6 月 23 日 財団法人熊本県立劇場自主文化事業委員会の発足 

  7 月 1 日 葉山完治館長就任 

2009 平成 21 年 4 月 1 日 熊本県立劇場指定管理者業務開始［第 2 期］ 

2010 平成 22 年 1 月 19 日 第 6 回地域創造大賞 (総務大臣賞) 受賞  
 

8 月 3 日 改修工事 (コンサートホール車椅子席新設) により 8 月 27 日まで利用停止 

  12 月 22 日 熊本県立劇場条例一部改定 (公の施設から暴力団を排除するための関係条例の整備) 

2011 平成 23 年 12 月 26 日 改修工事 (空調設備等) により 2012 年 3 月 31 日まで利用停止 

2012 平成 24 年 4 月 1 日 公益財団法人へ移行登記 

熊本県立劇場指定管理者業務開始［第 3 期］ 

2014 平成 26 年 3 月 26 日 運営方針の制定、消費税率改正 (8％) に伴う熊本県立劇場条例一部改正(施設使用料金) 
 

4 月 1 日 熊本県立劇場条例一部改正（改正条例の施行） 

熊本県立劇場運営方針の施行 
 

12 月 8 日 改修工事 (衛生設備等) により 2015 年 3 月 4 日まで利用停止 

2016 平成 28 年 1 月 1 日 姜尚中理事長兼館長就任 
 

2 月 29 日 熊本県立劇場保全計画の見直し 
 

4 月 15 日 熊本地震発生により 8 月 24 日まで休館(熊本地震による災害応急復旧工事) 

  12 月 19 日 熊本地震を受けて第 3 期指定管理者期間の 2 年延長 

2017 平成 29 年 2 月 1 日 熊本地震災害本格復旧工事により 2018 年 3 月 20 日まで新規利用停止 
 

5 月 29 日 熊本県と熊本市との連携による文化芸術の振興に関する覚書の締結 
 

8 月 28 日 熊本市民会館の指定管理業務の運営に係る包括協定書の締結 

2018 平成 30 年 2 月 1 日 改修工事(コンサート及び演劇ホール舞台照明改修工事)により 3 月 20 日まで利用停止 
 

4 月 1 日 
熊本市民会館文化企画事業の受託開始   

改修工事 (演劇ホール舞台吊物機構) により 8 月 16 日まで利用停止 
 

6 月 27 日 熊本県立劇場文化事業評価委員会の設置 (文化事業委員会の廃止) 

  10 月 17 日 熊本県立劇場条例一部改正 (強化すべき役割と運営体制の特例) 

2019 平成 31 年 3 月 22 日 消費税率改正 (10％) に伴う熊本県立劇場条例一部改正 (施設使用料金) 
 

4 月 1 日 熊本県立劇場指定管理者業務開始［第 4 期］ 
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2020 令和 2 年 3 月 11 日 学校法人御船学園平成音楽大学と包括連携協定の締結 

 3 月 13 日 学校法人未来創造学園熊本デザイン専門学校と包括連携協定の締結 
 

4 月 3 日 新型コロナウイルス感染拡大により 5 月 6 日までのホール利用停止と新規の使用許可申

請の受付停止 
  

4 月 22 日 新型コロナウイルス感染拡大により 5 月 6 日まで臨時休館 (全館利用停止) 
  

5 月 6 日 新型コロナウイルス感染拡大により 5 月 20 日までホール等利用停止の延長(練習室等一

部施設は利用再開) 
 

5 月 18 日 第 29 回 BELCA ロングライフ部門受賞  
 

5 月 28 日 新型コロナウイルス感染症防止により、政府のイベント開催制限の段階的緩和の目安が

示され、全施設の利用再開 

  10 月 26 日 改修工事 (両ホール音響設備、トイレ等衛生設備改修工事他) により 2021 年 

3 月 19 日まで利用停止 

2021 令和 3 年 3 月 15 日 国立大学法人熊本大学教育学部・大学院教育学研究科と包括連携協定の締結 
 

3 月 26 日 熊本県立劇場条例一部改正 (ホールの部分利用) 
 

5 月 14 日 新型コロナウイルスまん延防止等重点措置の適用により、6 月 13 日まで施設の利用時

間制限 (全施設の利用時間は 20 時まで。但し、イベント開催時の本番の利用時間は 21

時まで) 
 

11 月 7 日 熊本県吹奏楽連盟創立 65 周年記念式典にて表彰 (吹奏楽発展に寄与) 

  11 月 25 日 宮城県東松島市長から震災特別感謝状授与 (被災地支援事業) 

2022 令和 4 年 12 月 4 日 熊本県立劇場開館 40 周年 

2023 令和 5 年 11 月 13 日 改修工事 (空調、電気及び照明設備等の更新) により 3 月 15 日まで利用停止 

2024 令和 6 年 4 月 1 日 熊本県立劇場指定管理者業務開始［第 5 期］ 

    5 月 29 日 熊本交響楽団と包括連携協定の締結 

  9 月 12 日 スタインウェイ納品 

2025 令和 7 年 2 月 13 日 （公財）九州交響楽団と包括連携協定の締結 

  4 月 1 日 熊本県立劇場条例一部改正（施設使用料金の改定） 

  4 月 1 日 （公社）全国公立文化施設協会及び同会九州支部 支部長館及び理事就任 

  5 月 1 日 台湾高雄市政府文化局文化センター管理處と姉妹劇場提携に関する協定の締結 

  8 月 27 日 スタインウェイ納品 

  12 月 1 日 駐車場舗装工事開始（～R8.9.30 予定） 

  12 月 8 日 駐車場管制設備更新（～R8.3.16） 
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公益財団法人熊本県立劇場 組織図 

2026.6.15 現在 
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〔協力企業〕                                              

 

 〇設備運転・監視  〇警備  〇清掃  〇庭園管理  〇舞台技術業務   

 

 

 

 

 

評議員 6 名 

理事長 常務理事 

監 事 1 名 

館長 

姜 尚中 

副館長(兼) 

事務局長 

理事 8 名 

総務グループ       4 名 

施設サービスグループ   7 名 

舞台技術グループ     4 名 

事業グループ       6 名 

文化事業評価委員会(外部組織)  7 名 
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 （公財）熊本県立劇場は、熊本県議会の議決により、令和 6（2024）年度から令和 10（2029）年度まで

の第 5 期の熊本県立劇場管理者として指定されました。 

当財団は、公の施設としての劇場の管理運営を基本業務としながら、引続き県との連携の下に関係法令およ

び熊本県立劇場運営方針を踏まえつつ、以下の 4 点を中期的な運営の基本方針として、取り組みます。 

 

 

１ 広場としての劇場  

質の高い実演芸術を提供する場であるとともに、誰もが気軽に文化芸術に触れ合え、人と人を

つなぐ共生の広場としての劇場を目指します。(スローガン ｢日常に、劇場を。｣) 

 

 

２ 広がる劇場  

県域全体に役割を果たすために劇場から遠い人々へ実演芸術の感動を届けるとともに地域文化

の振興に努め、劇場内の活動に止まらない「動く劇場」を目指します。さらに、アジアのゲート 

ウェイとして実演芸術をとおして相互理解を深める「シアターアジア」に取り組みます。 

 

 

３ 育てる劇場  

未来を担う子どもたち、アーティスト、実演芸術に携わる専門的人材など、関係機関と連携し

てこれからの熊本を担う若い世代の人材育成に取り組みます。 

 

 

４ 公の施設としての使命を果たす劇場  

劇場施設の管理運営にあたっては、条例の趣旨に沿って公平、公正に対応し、効率的な業務執

行に努めながら、安全、安心で快適な施設利用を提供します。文化事業については、多様な財 

源の確保に努めるとともに、関係者、関係機関と連携して事業効果の最大化に努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 第 5期指定管理期間（2024～2029年度）における中期運営基本方針 
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□資料 1［新聞記事］ 熊本日日新聞社 提供 

熊本日日新聞 2025 年 4 月 20 日付  

 

 

熊本日日新聞 2025 年 5 月 4 日付  

 

 

Ⅶ 資料 
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熊本日日新聞 2025 年 5 月 18 日付  

 

※訂正 18 日ぶんか芸能面「『シアターアジア』本格始動へ」の「台湾フィルハーモニック」の写真は 

「台北フィルハーモニック合唱団」でした。 
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熊本日日新聞 2025 年 5 月 26 日付  
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熊本日日新聞 2025 年 6 月 1 日付  

 

熊本日日新聞 2025 年 7 月 9 日付  
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熊本日日新聞 2025 年 7 月 27 日付  
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熊本日日新聞 2025 年 8 月 4 日付  

 

 

熊本日日新聞 2025 年 9 月 8 日付  
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熊本日日新聞 2025 年 9 月 22 日付  

 

 

熊本日日新聞 2025 年 9 月 22 日付  
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熊本日日新聞 2025 年 10 月 18 日付  
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□資料 2［アウトリーチ実施校］ 

期日 学校名 学年 演奏家 参加者(人) 

産山村（5コマ） 

10 月 1 日 産山学園 1～3 年 亀子政孝（コントラバス） 17 

〃 〃 4～6 年 〃 29 

10 月 2 日 〃 7 年+ヒゴタイ交流生+ALT 〃 13 

〃 〃 8 年 〃 12 

10 月 3 日 〃 9 年 〃 14 

球磨村（2コマ） 

10 月 6 日 球磨清流学園 3,4 年 髙木佳央理（ソプラノ） 38 

〃 〃 1,2 年 〃 25 

美里町（3コマ） 

10 月 9 日 中央中学校 1 年 木原朱音（トランペット） 33 

10 月 10 日 〃 2 年 緒方愛子（ヴァイオリン） 34 

〃 〃 3 年 〃 33 

津奈木町（4コマ） 

10 月 22 日 津奈木小学校 1,2 年 村椿彬子（メゾ・ソプラノ）） 49 

10 月 23 日 〃 3,4 年 〃 46 

〃 〃 5 年 〃 40 

10 月 24 日 〃 6 年 〃 31 

芦北町（5コマ） 

11 月 5 日 湯浦小学校 6 年 髙木佳央理（ソプラノ） 27 

11 月 10 日 田浦小学校 6 年 緒方愛子（ヴァイオリン） 30 

〃 内野小学校 3～6 年 〃 31 

11 月 19 日 佐敷小学校 6 年 春日香南（クラリネット） 46 

〃 大野小学校 1～6 年 〃 24 

あさぎり町（6コマ） 

11 月 11 日 深田小学校 4～6 年 緒方愛子（ヴァイオリン） 50 

〃 須恵小学校 4～6 年 〃 40 

11 月 12 日 上小学校 5 年 〃 40 

〃 岡原小学校 4,5 年 〃 47 

11 月 17 日 免田小学校 5 年 小路永和奈（箏） 26 

〃 〃 5 年 〃 26 

多良木町（3コマ） 

11 月 19 日 黒肥地小学校 4 年 小路永和奈（箏） 21 

12 月 17 日 多良木小学校 4,5 年生 亀子政孝（コントラバス） 63 

〃 久米小学校 1～6 年 〃 51 
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期日 学校名 学年 演奏家 参加者(人) 

水俣市（9コマ） 

2 月 2 日 久木野小学校 1～6 年 髙木佳央理（ソプラノ） 9 

〃 葛渡小学校 1～6 年 〃 32 

2 月 3 日 水俣第二小学校 6 年 〃 26 

1 月 22 日 〃 〃 〃 23 

2 月 4 日 湯出小学校 1～6 年 〃 33 

2 月 5 日 水東小学校 1～6 年 春日香南（クラリネット） 45 

2 月 9 日 水俣第一小学校 5 年 小路永和奈（箏） 25 

〃 〃 〃 〃 23 

2 月 10 日 袋小学校 6 年 〃 19 

益城町（14コマ） 

2 月 2 日 広安小学校 4 年 山本亜矢子（ピアノ） 21 

〃 〃 4 年 〃 28 

2 月 3 日 〃 4 年 〃 26 

〃 〃 4 年 〃 24 

2 月 10 日 広安西小学校 3,4 年 髙木佳央理（ソプラノ） 23 

〃 〃 3,4 年 〃 27 

2 月 12 日 〃 4 年 〃 29 

〃 〃 4 年 〃 27 

2 月 19 日 飯野小学校 4 年 〃 19 

〃 〃 4 年 インフルエンザによる学級閉鎖 0 

2 月 24 日 津森小学校 3,4 年 山本亜矢子（ピアノ） 24 

〃 益城中央小学校 4 年 〃 25 

2 月 25 日 〃 4 年 〃 19 

〃 〃 4 年 〃 22 

宇土市（3コマ） 

2 月 5 日 宇土小学校 4 年 村椿彬子（メゾ・ソプラノ）） 34 

〃 〃 4 年 〃 31 

2 月 6 日 〃 4 年 〃 32 

合 計  1,582 
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□資料 3［施設別利用状況］ 

施設名 利用状況 2025 年度 2024 年度 前年度比 

コンサート 

ホール 

利用可能日数  266 276 -10 

利用日数 210 214 -4 

利用率（％） 78.9 77.5 1.4 

入場者数（人） 170,885 182,221 -11,336 

演劇ホール 

利用可能日数 281 269 12 

利用日数 240 224 16 

利用率（％） 85.4 83.3 2.1 

入場者数（人） 131,024 115,753 15,271 

大会議室 

利用可能日数 316 310 6 

利用日数 155 155 0 

利用率（％） 49.1 50.0 -0.9 

入場者数（人） 22,196 20,560 1,636 

和室 

利用可能日数 328 327 1 

利用日数 101 74 27 

利用率（％） 30.8 22.6 8.2 

入場者数（人） 2,147 1,384 763 

音楽リハーサル室 

利用可能日数 331 322 9 

利用日数 240 230 10 

利用率（％） 72.5 71.4 1.1 

入場者数（人） 17,525 16,750 775 

演劇リハーサル室 

利用可能日数 324 322 2 

利用日数 175 178 -3 

利用率（％） 54.0 55.3 -1.3 

入場者数（人） 9,957 11,029 -1,072 

第 1 練習室 

利用可能日数 324 326 -2 

利用日数 159 165 -6 

利用率（％） 49.1 50.6 -1.5 

入場者数（人） 9,993 11,400 -1,407 

第 2 練習室 

利用可能日数 326 323 3 

利用日数 241 218 23 

利用率（％） 73.9 67.5 6.4 

入場者数（人） 8,391 5,334 3,057 

第 3 練習室 

利用可能日数 329 326 3 

利用日数 209 260 -51 

利用率（％） 63.5 79.8 -16.3 

入場者数（人） 9,222 7,954 1,268 

他の入場者数 入場者数（人） 103,969 86,840 17,129 

入場者数合計（人） 485,309 459,225 26,084 
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□資料 4［入場者数・ホール利用率の推移］ 

□資料 5［使用料の収納状況の推移］ 

年度 設備使用料収入 駐車場使用料収入 計 

2025 年度 109,730,090 円 69,526,800 円 179,256,890 円 

2024 年度 124,844,915 円 71,132,000 円 195,976,915 円 

2023 年度 101,442,750 円 56,125,600 円 157,568,350 円 

2022 年度 123,322,410 円 56,380,000 円 179,702,410 円 

2021 年度 93,895,600 円 36,560,800 円 130,456,400 円 
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□資料 6［貸借対照表］ 
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□資料 7［正味財産増減計算書］ 
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□資料 8［文化事業チラシ］ 
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資料 9［季刊誌ほわいえ］ 
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